
毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。
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2018
平成30年 

体感しよ体感しよう！
仲間づくり、自分づくり仲間づくり、自分づくり

人口と世帯数

緑につつまれ友愛に満ちた
市民のまち稲城　　　　　

（前月比）平成30年4月1日現在
（189人増）90,149人人口
（079人増）45,399人男
（110人増）44,750人女
（208世帯増）39,698世帯世帯数

※人口及び世帯数は、住民基本台帳に
　よるものです。

第36期ジュニアワーカーセミナー
■対小学5年生～中学3年生で次の全てに当てはまる方
○全てのプログラムに参加できる
○自力で野外活動ができる体力がある
○団体行動のルールを守り、活動に一人で参加できる
■定50人（申込先着順）
■費2,000円（年額、申込時に支払い）
※宿泊研修の費用は別途
■申窓口〔4月16日（月）～〕
※申請書（チラシ）は児童青少年課、各文化センター、平尾・若葉台出
張所、市�で入手可
※4月16日（月）のみ午後7時まで受け付け
■限4月25日（水）

平成30年度青年ワーカーセミナー
■対16～26歳の方
■費2,000円（年額、申込時に支払い）
※宿泊研修の費用は別途
■申■限ジュニアワーカーセミナーと同様

ジュニアワーカーセミナー日程・内容
会場内容期日回数

稲城第四小学校体育館開講式  5  月20日（日）第1回
長峰小学校体育館仲間づくりゲーム  6  月10日（日）第2回
稲城ふれあいの森キャンプ研修  7  月  7  日（土）・  8  日（日）第3回
国立赤城青少年交流の家
ほか夏季宿泊研修（群馬県）  8  月18日（土）～20日（月）第4回

稲城ふれあいの森ものづくり  9  月  9  日（日）第5回
未定市外に出て遊ぼう11月18日（日）第6回
城山小学校体育館ほか閉講式12月  9  日（日）第7回 仲間づくり

宿　泊 体　験

○C K.Okawara・
　Jet Inoue

稲城
なしのすけ

（2・3）平成30年度予算の概要主
な
記
事

（4）農園利用者募集

（6）
119番通報など

多言語対応を開始

（7）アドボカシー相談

募集します
ジュニアワーカー・青年ワーカーセミナー
学校や学年、年齢、生活環境の異なる仲間と一緒に、レクリエーションや野外活動、

宿泊研修など様々な体験を通して、地域や学校、社会で積極的に活動できるリーダー
シップを身に着けましょう。
■先■問稲城市青少年委員会事務局（児童青少年課青少年係）

募集します
ジュニアワーカー・青年ワーカーセミナー
　学校や学年、年齢、生活環境の異なる仲間と一緒に、レクリエーションや野外活動、
宿泊研修など様々な体験を通して、地域や学校、社会で積極的に活動できるリーダー
シップを身に着けましょう。
■先■問稲城市青少年委員会事務局（児童青少年課青少年係）

青年ワーカーセミナー日程・内容
会場内容期日回数

稲城ふれあいの森

開講式・スキルアップ研修  5  月13日（日）第1回
火起こし研修  5  月27日（日）第2回
家族キャンプ研修  8  月11日（土・祝）第3回
未定  9  月30日（日）第4回

未定一般公募セミナー10月14日（日）第5回
国立那須甲子青少年
自然の家ほか宿泊研修（福島県）・閉講式平成31年

  3  月16日（土）・17日（日）第6回

※その他、ジュニアワーカーセミナーや地域行事への参加もあります。

　このセミナーは小学5年生から26歳ま
で広く深く成長できる場です。稲城のた
くさんの仲間と共に活動してみません
か？僕たち青年ワーカーが楽しいゲーム
を用意して待っています。一緒にたくさ
んの仲間を作りましょう！

▲

現役青年ワーカーの
　鈴木信隆さん



30・4・15 1042－378－2111 5042－377－4781 （2）

 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

市 で、一般会計、特別会計、病院事業会計の予算書を掲載しています。
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37億475万円

○土地区画整理事業（市施行4地区、組合施行2地区）
○多3・4・12号読売ランド線受託事業
○多3・4・36号線トンネル整備工事
○多7・4・5号線整備工事
○多7・5・3号線道路予備修正設計等委託
○市道171号線等整備事業
○稲城中央公園野球場駐車場改良工事

主な普通建設事業

環環環環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境境境境にににににににににににににやややややややややややややさささささささささささささしししししししししししししくくくくくくくくくくくくく
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16億7,040万円

主な新規事業
○オリジナル婚姻届の作成
　60万4,000円
　　夫婦となる二人の門出をお祝
いし、市への新たな人の流れを
作り出すため、記念用として手
元に残せる、絵柄入り、複写式
のオリジナル婚姻届を新たに作
成し、保存用ホルダーとともに
販売する。

○路上等喫煙防止・放置自転車対策指導員の配置　823万9,000円
　　稲城市路上等喫煙の制限に関する条例の施行に伴い、路上等喫煙防
止指導員を配置する。現在実施している放置自転車対策指導業務と併
せて実施することで経費の節減を図る。

○路上等喫煙防止・放置自転車対策看板等の設置　837万9,000円
　　路上等喫煙禁止区域を明示するため、電柱や路面等に看板などを設
置し周知・啓発を行う。

○（仮称）稲城市観光協会の設立
　447万6,000円
　　来訪者の増加、交流人口の増
加、地域の活性化、地域文化の
発展などを図るための観光事業
の担い手となる（仮称）稲城市
観光協会を設立し、平成31年4
月からの本稼動を目指す。

主な普通建設事業
○余熱利用高温水導管本配管工事
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36億3,424万円

主な新規事業
○（仮称）第五次稲城市長期総合計画策定事業
　597万9,000円
　　第四次稲城市長期総合計画の計画期間が平成32年度で終了するた
め、平成33年度以降の長期総合計画を平成30～32年度の3カ年で策
定する。

○オープンデータ広域連携利活用推進事業
　288万4,000円
　　八王子市・町田市・日野市・多摩市と協定を締結し、データの標準
化などの取り組みの他、本市でオープンデータ推進のためのイベント
を実施する。

○南多摩3市観光連携プロジェクト　415万円
　　町田市・多摩市と連携して組織する「南多摩3市観光連携プロジェ
クト」において、地域の活性化や魅力向上などを図るための広域連携
活動に取り組む。

○後期高齢者医療保険料のコンビニエンスストア納付（開始準備）
　40万4,000円
　　後期高齢者医療保険料のコンビニエンスストア納付を平成31年4月
から開始するため、収納代行準備を委託する。
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56億1,962万円

主なレベルアップ事業（金額は影響額）
○第50回稲城市民体育大会記念事業
　92万5,000円
　　稲城市民体育大会の第50回
記念事業として、これまで個人
競技の優勝者のみに授与してい
たメダルを、個人競技の3位・
団体競技の2位までの選手全員
に授与する。

主な普通建設事業
○稲城ふれあいの森テントサイト改修整備
○小学校空調設備設置事業
○稲城第二中学校下水道接続工事
○稲城第三中学校校舎大規模改修等工事
○稲城第三中学校外構整備工事
○中学校空調設備設置事業
○若葉台公園多目的広場グラウンド整備工事
○学校給食共同調理場第一調理場建替移転事業
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3億4,662万円

主な新規事業
○（仮称）長峰コミュニティ施設運営事業
　448万2,000円
　　長峰地区の更なる地域コミュニティの醸成を図るため、（仮称）長
峰コミュニティ施設を開設し、施設の管理・運営を行う。
○稲城市消防周年記念事業
　79万3,000円
　　消防団発足70年、消防本部開設50年となることから、記念誌の作
成、記念祝賀会の開催、消防団消防操法審査会を周年事業として実施
する。
○緊急通報電話通訳委託
　42万2,000円
　　外国人からの緊急通報や救急
現場などの活動時に、24時間
365日対応の電話通訳オペレー
ターを介した三者間同時通訳を
行う。緊急通報時や観察時の状
況聴取を的確にすることで、緊
急時の即応体制の強化を図る。
○浸水深掲示板整備事業　25万7,000円
　　豪雨災害などで、市民が適切な避難行動をとれるよう、浸水想定区
域内の電柱に、想定される浸水深及び洪水時の避難場所を表示する浸
水深掲示板を5カ年計画で180カ所に設置する。
○友好都市スポーツ交流事業補助金　50万円
　　一般財団法人稲城市体育協会に所属するスポーツ団体を福島県相馬市
に派遣し、相馬市のスポーツ団体と試合を行い、市民同士の交流を図る。

主なレベルアップ事業（金額は影響額）
○東京都被災者生活再建支援システムの導入
　175万5,000円
　　災害時に円滑な相互応援を実施し、被災者の支援をより迅速かつ効
率的に行うため、都内の他自治体と共同利用が可能な東京都被災者生
活再建支援システムを導入する。
○稲城市国民保護計画の変更　261万2,000円
　　東京都国民保護計画が変更されたことから、市の国民保護体制をよ
り実効性の高いものにするため、稲城市国民保護計画を変更する。

主な普通建設事業
○ＪＲ南武線高架下自治会集会施設新築工事
○化学消防自動車更新整備
○全国瞬時警報システム（Ｊアラート）新型受信機整備事業
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凡例
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 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

ともにつくろう　笑顔あふれる　元気なまち ■問財政課財政係
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　平成30年度当初予算が、2月26日から開かれた市議会第1回定
例会で可決成立しました。予算総額は下表のとおりで、全会計で
602億6,778万円、前年度当初予算に比べ0.8％の増となりまし
た。市の予算の中心となる一般会計の予算規模は、345億円と、
前年度当初予算に比べ7.3％の増となりました。
　平成30年度の予算は、次の3点を基本に取り組む予算としてい
ます。
基本①
　将来を見据えた健全な財政を維持しながら、第四次長期総合計
画の主要な事務事業等に取り組みます。
基本②
　稲城市まち・ひと・しごと創生総合戦略で掲げた目標を達成で
きるよう各施策・事業を着実に推進します。
基本③
　東日本大震災などの被災地支援を継続するとともに、市民の安
全を最優先に防災・減災対策に計画的に取り組みます。

歳出 民生費 
146億5,669万円（42.5％） 

教育費 
60億8,662万円（17.6％） 

民生費 
146億5,669万円（42.5％） 

その他 
3億8,447万円（1.2％） 

消防費 
10億9,334万円（3.2％） 

議会費 
3億1,801万円（0.9％） 

公債費 
20億959万円（5.8％） 

総務費 
29億7,661万円（8.6％） 

衛生費 
29億267万円（8.4％） 

土木費 
40億7,200万円（11.8％） 

教育費 
60億8,662万円（17.6％） 

歳出当初予算額　345億円（一般会計）

歳入 
市税 
152億3,394万円（44.2％） 
市税 
152億3,394万円（44.2％） 

その他 
16億3,851万円（4.6％） 

諸収入 
7億3,328万円（2.1％） 

地方消費税交付金 
14億3,565万円（4.2％） 

使用料及び手数料 
6億6,949万円（1.9％） 繰入金 

9億5,685万円（2.8％） 

市債 
30億2,290万円（8.8％） 

地方交付税 
7億7,989万円（2.3％） 

国庫支出金 
46億8,068万円（13.6％） 

都支出金 
53億4,881万円（15.5％） 

歳入当初予算額　345億円（一般会計）

平成30年度会計別予算

増減率
％増減額平成29年度

予算額
平成30年度
予算額区分

7.323億6,000万円321億4,000万円345億円一 般 会 計

△14.1△12億8,386万円90億9,053万円78億667万円国民健康保険事業
特 別 会 計

△27.7△5億559万円18億2,662万円13億2,103万円土地区画整理事業
特 別 会 計

△6.4△1億3,722万円21億3,390万円19億9,668万円下 水 道 事 業
特 別 会 計

△2.5△1億2,408万円50億4,278万円49億1,870万円介護保険特別会計

8.71億2,522万円14億4,084万円15億6,606万円後期高齢者医療
特 別 会 計

0.86,247万円80億9,617万円81億5,864万円病 院 事 業 会 計

0.84億9,694万円597億7,084万円602億6,778万円合 計

だだだだだだだだだだだだだれれれれれれれれれれれれれもももももももももももももががががががががががががが健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康ででででででででででででで安安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心心しししししししししししししててててててててててててて
ととととととととととととともももももももももももももににににににににににににに暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮らららららららららららららせせせせせせせせせせせせせるるるるるるるるるるるるるまままままままままままままちちちちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりり

148億7,825万円

主な新規事業
○待機児童対策（都有地活用による
保育所用地借り上げ）

　3,449万7,000円
　　東京都から大丸都営住宅跡地の
一部を賃借し、民設民営の新たな
認可保育所を誘致し、認可保育所
事業者に転貸する。

○後期高齢者医療歯科健康診査事業
　124万5,000円
　　後期高齢者医療制度被保険者のうち、前年度に75歳または80歳と
なった方を対象に、口腔機能の低下や 誤  嚥  性 肺炎などの疾病予防によ

ご えん せい

り、健康の維持・増進を図るため、歯科健康診査を実施する。

主なレベルアップ事業（金額は影響額）
○ふれあいセンター事業（長峰）への助成
　82万7,000円
　　長峰地区で、地域福祉活動の拠点となる社会福祉協議会のふれあい
センター事業を新たに実施するため、運営に対する補助金を交付する。

○待機児童対策（私立認可保育所の受入児童数の拡充）
　1億8,683万3,000円
　　認証保育所メリーポピンズの認可化及び、若葉台バオバブ保育園の
受入児童数を増員する。

○待機児童対策（家庭的保育事業者の受入児童数の拡充）
　1,926万6,000円
　　0～2歳児の待機児童解消を目的として、待機児童の多い矢野口地
区に定員5人の家庭的保育事業者を1人増員する。

○認証保育所利用者利用料補助の拡充
　120万円
　　認証保育所利用者利用料補助の補助対象者を、市外の認証保育所を
利用する市民にも拡充する。

主な見直し事業（金額は影響額）
○国民健康保険税率等の改定
　1億3,020万5,000円
　　被保険者の高齢化や医療の高度化に伴い、1人あたりの医療費が増
加しており、更に被保険者数の減により保険税収入が減少傾向にある
ことから、稲城市国民健康保険運営協議会の答申に基づき国民健康保
険税率などを改定する。

○介護保険料の改定
　8,746万1,000円
　　介護保険事業計画（第7期、平
成30～32年度）における介護サ
ービス見込量を推計し、保険料を
改定する。保険料基準月額は現行
から400円引き上げ、5,200円と
する。また、保険料の所得段階を
9段階から12段階へ多段階化を行
い、低所得者層の保険料を据え置
く。

　※影響額は、保険料基準額の引上げ額に第1号被保険者数を乗じて得
た額

主な普通建設事業
○地域包括ケアシステムの構築（ＪＲ南武線高架下に生活支援サービス
拠点の整備）

○地域包括ケアシステムの構築（都民住宅の空室に生活支援サービス拠
点の整備）

○待機児童対策（認可保育所等の整備費補助）
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▽
4
月
下
旬
〜
5
月
の
作
業
日
・
地
区　

4
／　
（
火
）・
百
村
、
5
／
1（
火
）・
若
葉
台
、
5
／　
（
火
）・
長
峰
、
5
／　
（
火
）・
押
立
、
全
て
の
作
業
日
・
東
長
沼　

■申
 

作
業
日
前
週
の
金
曜
日
午
前
中
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
の
う
え
、
持
ち
込
む

24

15

22

場
所
を
確
認
し
、
土
〜
月
曜
日
に
必
ず
葉
を
取
り
除
い
て
か
ら
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
〔
葉
付
き
の
剪
定
枝
や
取
り
除
い
た
葉
は
、
燃
え
る
ご
み
の
日
に
出
せ
ば
２
袋
（
束
）
ま
で
無
料
収
集
し
ま
す
〕。　

■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

家
庭
剪
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

せ
ん 
て
い 

し

環境 環境 

始
め
よ
う

資
源
ご
み
集
団
回
収

①
し
尿
及
び
浄
化
槽 
残  
渣 
物

ざ
ん 
さ

▽
中
止
期
間　

４
月　

日（
金
）〜

２７

５
月
７
日（
月
）

②
発
泡
ト
レ
イ
・
ス
チ
ロ
ー
ル
等

回
収
ボ
ッ
ク
ス

▽
中
止
期
間　

４
月　

日（
金
）回

２７

収
後
〜
５
月
７
日（
月
）

■問
環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

ご
協
力
く
だ
さ
い

使
い
終
わ
っ
た
イ
ン
ク
カ
ー

ト
リ
ッ
ジ
は
リ
サ
イ
ク
ル

　

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は
専
用

の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

▽
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所　

市

役
所
、
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
、

各
文
化
セ
ン
タ
ー
、総
合
体
育
館
、

中
央
図
書
館

■問
環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

　

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
な
ど
の
特

定
外
来
生
物
（
環
境
省
指
定
）は
、

日
本
の
生
態
系
に
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
原

　

自
主
的
に
古
新
聞
や
ア
ル
ミ
缶

な
ど
の
資
源
物
を
集
め
、
市
へ
登

録
し
た
回
収
業
者
へ
引
き
渡
す
活

動
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
市
内　

団
体
が
登
録
し
て
い

７３

ま
す
（
３
月
末
現
在
）
。

　

集
団
回
収
に
は
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
地
域
協

働
を
推
進
で
き
る
こ
と
や
、
回
収

量
に
応
じ
た
補
助
金
が
支
払
わ
れ

る
こ
と
等
、
実
施
団
体
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

■対
 

自
治
会
や
管
理
組
合
、
子
供
会

な
ど
市
内　

世
帯
以
上
の
団
体

２０

※
補
助
額
・
対
象
品
目
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
の
交
付
に
は
事
前
申
請

が
必
要
で
す
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

規
制
さ
れ
て
い
ま
す

特
定
外
来
生
物

市
長
コ
ラ
ム
No.77

　

第
一
回
市
議
会
定
例
会
で
可

決
さ
れ
た
新
年
度
当
初
予
算
の

概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算

３０

の
規
模
は　

億
円
と
な
り
、
対

３４５

前
年
度
で　

億
６
千
万
円
、７
・

２３

３
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
予
算
も
、
第
四
次
長

期
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
稲
城

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
に
掲
げ
る
目
標
達
成

を
推
進
し
、
東
日
本
大
震
災
な

ど
の
被
災
地
支
援
を
継
続
し
な

が
ら
、
市
民
の
安
全
を
最
優
先

に
防
災
減
災
対
策
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
市
民
税
の
納
税

義
務
者
数
の
増
及
び
固
定
資
産

評
価
替
え
等
に
よ
り
市
税
収
入

が
約
１
億
６
千
万
円
（
１
・
１

％
）
の
増
と
な
り
ま
す
が
、
一

方
で
清
算
基
準
の
見
直
し
に
伴

い
地
方
消
費
税
交
付
金
が
約
２

億　

万
円
（　

・
５
％
）
の
減

６００

１２

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
減
少
分

は
地
方
交
付
税
の
増
額
分
約
１

億
５
千　

万
円
で
部
分
的
に
補

５００

填
さ
れ
、
他
の
増
収
分
と
合
わ

せ
て
一
般
財
源
総
額
は
０
・
９

％
増
と
、
な
ん
と
か
同
額
を
確

保
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
主
な
工
事
は
、
第

三
中
学
校
校
舎
大
規
模
改
修
等

工
事
、
各
小
学
校
理
科
室
の
空

調
設
備
設
置
工
事
、
学
校
給
食

第
一
調
理
場
用
地
買
収
・
建
替

移
転
工
事
、
若
葉
台
公
園
多
目

的
広
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
工
事
、

中
央
公
園
野
球
場
駐
車
場
改
良

工
事
、
南
武
線
高
架
下
の
集
会

稲城市長
�橋　勝浩

高
齢
者
支
援
関
連　

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
歯

科
健
診
事
業
・
保
険
料
コ
ン
ビ

ニ
納
付
に
向
け
た
準
備
、
長
峰

地
区
で
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事

業
の
実
施
、
南
武
線
高
架
下
や

向
陽
台
都
民
住
宅
を
有
効
活
用

し
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
予

防
事
業
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
拠
点
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

教
育
関
連　

　

平
成　

年
度
で
第
二
次
教
育

３１

振
興
基
本
計
画
が
満
了
す
る
た

め
、
第
三
次
と
な
る
教
育
振
興

基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

観
光
交
流
関
連　

　

（
仮
称
）
稲
城
市
観
光
協
会

の
設
立
、
町
田
市
・
多
摩
市
と

の
観
光
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

友
好
都
市
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流

（
福
島
県
相
馬
市
へ
小
学
生
派

遣
）
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

受
動
喫
煙
防
止
関
連

　

稲
城
市
路
上
等
喫
煙
の
制
限

に
関
す
る
条
例
の
施
行
に
伴
う

路
上
等
喫
煙
防
止
指
導
員
の
配

置
、
路
上
等
喫
煙
禁
止
区
域
を

明
示
す
る
た
め
の
看
板
・
路
面

表
示
シ
ー
ト
等
の
掲
示
を
し
ま

す
。

　

今
年
度
も
市
民
の
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
稲
城
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆

様
の
ご
理

解
と
ご
協

力
を
、
よ

ろ
し
く
お

願
い
い
た

し
ま
す
。

施
設
（
矢
野
口
）
新
築
工
事
・

配
食
サ
ー
ビ
ス
施
設
等
（
東
長

沼
）
整
備
工
事
、
生
活
支
援
サ

ー
ビ
ス
拠
点
（
向
陽
台
）
改
修

工
事
、
余
熱
利
用
高
温
水
導
管

本
配
管
工
事
（
市
立
病
院
）
、

多
７
・
４
・
５
号
線
（
三
中
前

〜
京
王
線
）整
備
工
事
、
多
３
・

４
・　

号
読
売
ラ
ン
ド
線
整
備

１２

工
事
、
多
３
・
４
・　

号
線
ト

３６

ン
ネ
ル
（
上
平
尾
〜
小
田
良
）

整
備
工
事
な
ど
で
す
。
こ
こ
に

挙
げ
た
案
件
だ
け
で
も
合
計
約

　

億
円
に
な
る
大
事
業
で
、
こ

３０れ
ら
が
今
年
度
予
算
の
主
な
増

額
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
政
策
課
題
ご
と
の
今
年

度
予
算
の
特
徴
に
つ
い
て
概
要

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

長
期
計
画
関
連

　

平
成　

年
度
で
第
四
次
稲
城

３２

市
長
期
総
合
計
画
が
満
了
す
る

た
め
、
第
五
次
と
な
る
長
期
総

合
計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
関
連

　

外
国
人
か
ら
の
緊
急
通
報
時

に
電
話
通
訳
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を

介
し
た
三
者
間
同
時
通
訳
の
導

入
、
浸
水
想
定
区
域
内
へ
の
浸

水
深
掲
示
板
設
置
、
都
内
自
治

体
と
共
同
利
用
可
能
な
東
京
都

被
災
者
生
活
再
建
支
援
シ
ス
テ

ム
の
導
入
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
関
連

　

認
証
保
育
所
の
認
可
化
に
伴

う
定
員
増
、
認
可
保
育
所
・
家

庭
的
保
育
事
業
者
の
受
入
児
童

数
増
、
都
有
地
活
用
に
よ
る
認

可
保
育
所
開
園
準
備
、
保
育
士

確
保
の
た
め
の
家
賃
補
助
拡
充

な
ど
の
待
機
児
童
対
策
を
実
施

し
、
平
成　

〜　

年
度
の
第
二

３２

３６

次
稲
城
市
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
策
定
に
着
手
し
ま

す
。

平
成　

年
度
当
初
予
算

30

フードドライブ
　家庭や事業所で余っている食品を持ち寄り、福祉団体や
施設などへ寄付するボランティア活動です。

▽お持ちいただきたい食品
○缶詰（肉、魚、果物など）
○調味料（油、醤油など）
○インスタント・レトルト食品（冷凍・冷蔵食品を除く）
○嗜好品（インスタントコーヒー、茶など）
○乾物（米、乾麺、海藻など）
○乳幼児食品（粉ミルク、ベビーフード、離乳食など）
※未開封（瓶詰め不可）で賞味期限が1カ月以上あり、包装
や外装が破損していないものに限る。
小型電子機器のイベント回収
　回収された小型電子機器は「都市鉱山からつくる！みん
なのメダルプロジェクト」を通じて、東京2020オリンピッ

ク・パラリンピック競技大会のメダル製作に活用されます。

▽回収品目
携帯電話、スマートフォン、デジタルカメラ、ビデオカメ
ラ、ゲーム機などの9品目、30㎝×30㎝×15㎝以下の小型
電子機器（ラジオ・固定電話・リモコン等）
※個人情報は事前に削除する。
※乾電池は必ず取り除く。
◆共通事項
■日 5月4日（金・祝）・5日（土・祝）
■時 午前10時～午後3時30分　※5日（土・祝）は午後3時まで
■場 稲城手づくり市民まつり会場（城山公園及び周辺）
※生ごみ処理容器の展示・販売有り

▽利用方法　会場の出店ブースへ直接お持ちください（ア
ンケート有り）。
■問 環境課ごみ・リサイクル係

　ファミリー農園、農家開設型市民農園の利用者を募集します。
■申 はがき〔必要事項①住所②氏名（フリガナ）③電話番号（携帯電話可）
④希望農園名⑤生年月日〕
※申込者多数の場合は抽選し、結果は4月末までに通知
■限 4月23日（月）必着
■先 ■問 経済観光課農政係

稲稲城城手手づづくくりり市市民民ままつつりり（（88面面参参照照））でで開開催催
フードドライブ・小型電子機器のイベント回収フードドライブ・小型電子機器のイベント回収

農園利用者募集農園利用者募集（（下下表表参参照照）） 一
部
の
収
集
を
中
止
し
ま
す

（
4
月

日
〜
5
月
7
日
）
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▲オオキンケイギク

平
成

年
度
稲
城
市
住
宅

30

用
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
等

導
入
促
進
事
業

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
住
宅
用
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器

な
ど
の
導
入
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
平
成　

年
１
月
ご
ろ

３１

か
ら
申
請
の
受
け
付
け
を
開
始
す

る
予
定
で
す
。申
請
予
定
の
方
は
、

契
約
関
係
書
類
や
領
収
書
な
ど
を

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、　

月
ご
ろ
に
広
報
い

１１

な
ぎ
、市 　  
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

HP

■対
 

平
成　

年
度
に
自
家
消
費
を
主

３０

た
る
目
的
と
し
て
、
住
宅
に
創
エ

ネ
ル
ギ
ー
機
器
な
ど
を
導
入
し
た

世
帯

■問
 

環
境
課
環
境
政
策
係

則
飼
育
・
栽
培
、
運
搬
、
販
売
、

野
外
に
放
つ
こ
と
等
が
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

自
宅
の
庭
に
生
え
て
い
る
場
合

は
、
根
か
ら
引
き
抜
き
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
に
密
閉
し
て
燃
え
る
ご

み
と
し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
 

環
境
省
関
東
地
方
環
境
事
務
所 

1　

・　

・
０
８
１
７

０４８

６００

募集中の農園

利用料
（年間利用料）利用期間募集区画農園名

5,500円
（6,000円）

5月1日～
平成32年2月29日

7区画
（約15㎡）

平尾第三農園
（平尾1－13－1他）①

14,500円
（16,200円）5月1日～

平成31年3月31日
（更新可）

5区画
（18㎡）

百村農園
（百村2123－11他）②

14,500円
（16,000円）

1区画
（20㎡）

後田園
（坂浜2797）③

※①＝ファミリー農園（水道施設・駐車場無し）、②～③＝農家開設型市民農園
（水道施設有り、駐車場無し、複数区画利用可）
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凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

子育て 
教育 
子育て 
教育 

高齢 
福祉 
高齢 
福祉 

障害 
福祉 
障害 
福祉 

■日4月17日（火）～5月1日（火）
※土・日曜日、祝日は市役所1階当
直室前で縦覧可
■内①土地利用計画の変更
②資金計画の変更など
※利害関係人は、縦覧に供された事
業計画についての意見書を5月15日
（火）まで東京都知事に提出できま
す。
■場■問市街地整備課事業調整係

特例環境配慮書に係る見解書の縦覧・閲覧
■日■時■場右表参照
①都民の意見を聞く会
■日5月29日（火）
■時午前10時～　※午前9時45分から傍聴券を配布
■場永山公民館ベルブホール（多摩市永山1－5）
※公述人の申し出がない場合は中止
②都民の意見を聞く会の公述人を募集
　1人15分以内で環境保全の見地からの意見を述べられ
ます。
■定25人程度　※申込者多数の場合は抽選
■申持参、郵送〔4月26日（木）～、必要事項①氏名②住所
③電話番号④事業名「多摩都市計画3・1・6号南多摩尾
根幹線（多摩市聖ヶ丘五丁目～南野三丁目間）建設事業」
⑤公述要旨〕

　

教
育
上
の
支
援
が
必
要
か
、
ど

の
環
境
で
ど
の
よ
う
な
支
援
指
導

を
受
け
ら
れ
る
の
か
等
の
不
安
や

疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

■対
 

平
成　

年
度
に
小
学
校
に
入
学

３１

す
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者

■日
 

５
月　

日（
月
）

１４

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

ふ
れ
ん
ど
平
尾

　

地
域
型
保
育
（
小
規
模
保
育
、

家
庭
的
保
育
、
事
業
所
内
保
育
）

や
一
時
預
か
り
等
の
各
事
業
に
従

事
す
る
際
に
必
要
な
知
識
や
技
能

を
学
び
ま
す
。

※
募
集
要
項
は
子
育
て
支
援
課
窓

口
、「
東
京
都
福
祉
保
健
財
団
」
・

「
東
京
都
」 　 
で
入
手
可

HP

※
申
込
方
法
の
詳
細
は
お
問
い
合

　

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

通
訳
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
手
話
や
文

字
、
音
声
を
通
訳
し
電
話
で
即
時

双
方
向
に
つ
な
ぐ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
　

発
達
障
害
に
関
す
る
基
礎
的
な

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
愛
の
手
帳

（
療
育
手
帳
）
、
東
京
都
発
行
の

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
写

真
貼
付
の
も
の
）
を
お
持
ち
の
方

は
、
民
営
バ
ス
（
京
王
バ
ス
、
小

田
急
バ
ス
等
）
で
、
乗
務
員
に
手

　

椅
子
に
座
っ
て
で
き
る
柔
軟
体

操
や
口
の
運
動
、
脳
ト
レ
を
行
い

ま
す
。
体
力
に
自
信
の
な
い
方
で

も
安
心
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

■対
 
　

歳
以
上
で
要
介
護
（
支
援
ま

６５
た
は
事
業
対
象
者
）
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方
、
各
会
場
ま
で
自
力

で
通
え
る
方

■日
 

■時
 

■場
 

■定
 

下
表
参
照

■申
 

持
参
、
郵
送
〔
４
月　

日（
月
）

１６

〜
〕

※
利
用
登
録
用
紙
は
高
齢
福
祉
課
、

ハ
ー
モ
ニ
ー
松
葉
、
福
祉
セ
ン
タ

ー
、各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

市 　 
で
入
手
可

HP
■限
 

４
月　

日（
金
）

２７

高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

　

ボ
タ
ン
式
緊
急
通
報
装
置
と
、

人
の
動
き
と
煙
を
感
知
し
異
常
の

際
に
自
動
通
報
す
る
機
器
を
設
置

し
ま
す
。

　

受
信
セ
ン
タ
ー
が　

時
間
作
動

２４

し
、
異
常
を
感
知
し
た
場
合
、
電

南多摩尾根幹線建設事業南多摩尾根幹線建設事業（多摩市聖ヶ丘五丁目～南野三丁目間）（多摩市聖ヶ丘五丁目～南野三丁目間）事業計画の縦覧事業計画の縦覧
稲稲城城上上平平尾尾土土地地区区画画
整整理理事事業業（（組組合合施施行行））のの
第第77回回事事業業計計画画変変更更

■先
 

高
齢
福
祉
課
、
各
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
持
参
の
み
）

■問
 

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

■対
 

お
お
む
ね　

歳
以
上
で
徘
徊
行

６５

動
の
あ
る
方

■費
 

加
入
料
金
な
ど
＝
３
５
０
０
円

（
税
別
）
、
月
額
基
本
料
金
＝　
２５０

円
（
税
別
）

※
緊
急
対
処
員
が
現
場
へ
急
行
す

る
場
合
は
、
別
途
１
万
円（
税
別
）

※
低
額
所
得
者
世
帯
な
ど
に
対
す

る
一
部
減
免
が
あ
り
ま
す
。

火
災
安
全
シ
ス
テ
ム

　

火
災
発
生
の
緊
急
事
態
に
備
え

て
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
（
熱
、

煙
を
感
知
し
警
報
ブ
ザ
ー
で
知
ら

せ
る
機
器
）
を
対
象
の
方
に
給
付

し
ま
す
（
１
世
帯
に
つ
き
２
機
）。

■対
 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

○
市
内
在
住
の　

歳
以
上
で
ひ
と

６５

り
暮
ら
し
ま
た
は　

歳
以
上
で
構

６５

成
さ
れ
る
世
帯
の
方
（
日
中
独
居

含
む
）

○
日
常
生
活
を
営
む
う
え
で
慢
性

疾
患
が
あ
る
等
、
注
意
を
要
す
る

状
態
に
あ
る
方

○
居
住
環
境
か
ら
防
火
の
配
慮
が

必
要
な
方

■費
 

所
得
に
応
じ
て
負
担

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

介護予防体操教室の開催

定員時間期日
（予定12回）会場

各20人
午前10時～11時30分5月13日～7月29日の

毎週日曜日
ハーモニー松葉
（矢野口）

午後1時30分～3時5月  8  日～7月24日の
毎週火曜日

福祉センター
（百村）

※申込者多数の場合は身体の状況を考慮して決定し、初めての方を優先
※9月に同コースを平尾、若葉台地域で開催予定（広報いなぎ8月1日号で
募集）

食
べ
る
・
笑
う
・
し
ゃ
べ
る

元
気
な
お
口
!!

口
腔
機
能
ア
ッ
プ
教
室

（
２
日
間
コ
ー
ス
）

小
学
校
入
学
向
け
就
学
相

談
説
明
会
（
特
別
支
援
教

育
相
談
室
）

■申
 

電
話

※
中
学
生
向
け
の
就
学
相
談
説
明

会
は
６
月　

日（
月
）に
予
定
し
て

１８

い
ま
す
。

■問
 

教
育
セ
ン
タ
ー
特
別
支
援
教
育

相
談
室　

1　

・
７
３
０
２

３３１

受
講
者
募
集

平
成

年
度
東
京
都
子
育

30

て
支
援
員
研
修（
第
１
期
）

講
演
会

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス

誰
も
が
電
話
を
使
え
る
社

会
に
！

民
営
バ
ス
の
運
賃
割
引
制
度

　

管
理
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
か

ら
口
の
働
き
や
正
し
い
ケ
ア
を
学

び
、
健
康
を
増
進
し
ま
し
ょ
う
。

■対
 

お
お
む
ね
ね　

歳
以
上
で
、
会

６５

場
ま
で
自
力
で
来
ら
れ
る
方

■日
 

５
月　

日（
木
）・　

日（
木
）

１７

２４

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

ｉ
プ
ラ
ザ

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

２０
■申
 

電
話
〔
４
月　

日（
月
）〜
〕

１６

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

話
で
利
用
者
の
状
況
を
確
認
し
ま

す
。
必
要
に
応
じ
て　

番
、　

番

１１９

１１０

通
報
を
行
う
と
と
も
に
、
現
場
急

行
員
が
出
動
し
ま
す
。

■対
 

お
お
む
ね　

歳
以
上
で
、
ひ
と

６５

り
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の

世
帯
（
日
中
独
居
も
含
む
）
で
、

心
臓
疾
患
な
ど
の
慢
性
疾
患
が
あ

り
、
救
急
搬
送
歴
が
あ
る
等
の
常

時
注
意
を
要
す
る
状
態
に
あ
る
方

▽
装
置
設
置
ま
で
の
流
れ

①
高
齢
福
祉
課
に
相
談
、
申
請

②
申
請
受
理
後
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
調
査

③
判
定
会
議
で
決
定

④
本
人
と
関
係
者
の
立
ち
会
い
の

も
と
、
市
の
指
定
業
者
が
装
置
を

設
置

■費
 

所
得
に
応
じ
て
負
担

徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
携
帯
端
末
機
器
を
貸
与

し
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
時
に
は

　

時
間
体
制
の
受
信
セ
ン
タ
ー
に

２４よ
る
位
置
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

や
緊
急
対
処
員
に
よ
る
現
場
急
行

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

高
齢
者
住
宅
ジ
ョ
イ
ハ
ウ
ス
た

ま
が
わ
（
押
立　

の
３
）
の
二
人

４１０

世
帯
用
住
戸
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。

■対
 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

○
４
月
１
日
時
点
で
、
満　

歳
以

６５

上
を
含
む
満　

歳
以
上
の
２
人
暮

６０

入
居
者
募
集

高
齢
者
住
宅

ジ
ョ
イ
ハ
ウ
ス
た
ま
が
わ

ら
し
の
高
齢
者
世
帯

○
市
内
に
継
続
し
て
２
年
以
上
住

ん
で
い
る
方

○
持
ち
家
や
公
営
住
宅
に
住
ん
で

い
な
い
方

○
立
ち
退
き
要
求
を
受
け
て
い
る

等
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

※
収
入
に
つ
い
て
一
定
の
基
準
が

あ
り
ま
す
。

▽
募
集
戸
数　

１
戸

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■費
 

市
の
高
齢
者
住
宅
条
例
に
よ
る

額■申
 

窓
口
〔
４
月　

日（
月
）〜
〕

１６

※
申
込
用
紙
は
高
齢
福
祉
課
、
市

 　 
で
入
手
可

HP■限
 

５
月
７
日（
月
）

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

（
公
財
）
東
京
都
福
祉
保
健

財
団
福
祉
人
材
養
成
室
子
育
て
支

援
員
担
当　

1　

・
３
３
４
４
・

０３

８
５
３
３

帳
を
提
示
す
る
と
運
賃
が
半
額
に

な
り
ま
す
。

※
ｉ
バ
ス
の
運
賃
は
大
人
運
賃
の

み
半
額
で
す
。
小
児
運
賃
の
障
害

者
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
は

東
京
都
内
で
乗
車
し
、
か
つ
東
京

都
内
で
降
車
す
る
場
合
に
の
み
割

引
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■問
 

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

知
識
や
理
解
の
仕
方
・
考
え
方
に

加
え
、
基
本
的
な
対
応
方
法
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。

■日
 

５
月　

日（
金
）

１８

■時
 

午
前　

時
〜
正
午
（
受
付
＝
午

１０

前
９
時　

分
〜
）

３０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

■講
 

堀
内　

太
郎
氏
（
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
レ
ス
ポ
ー
い
な
ぎ
セ
ン
タ

ー
長
）

■申
 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル（
必

要
事
項
①
氏
名
②
お
住
ま
い
の
地

区
③
連
絡
先
）

■先
 

■問
 

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
レ
ス
ポ

ー
い
な
ぎ　

1　

・
８
７
９
４　

３３１

5　

・
８
７
９
５
、
� resu

３３１

po

‐ inagi@
inagi

‐ masa
yum

e.com

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
や

課
題
な
ど
を
お
話
し
し
ま
す
。

■日
 

４
月　

日（
土
）

２１

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

■場
 

福
祉
セ
ン
タ
ー

■講
 

三
原　

毅
氏
・
伊
藤　

芳
浩
氏

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
バ
ス
タ
ー
）

■費
 
　

円
３００

※
聴
覚
障
害
者
協
会
会
員
は
無
料

■先
 

■問
 

稲
城
市
聴
覚
障
害
者
協
会
事

務
所　

5　

・
０
０
１
７
、
�

３３１

 inagi@
deaf.to

■限5月10日（木）消印有効
■先■問東京都環境局環境政策課審査担当（〒163－8001
新宿区西新宿2－8－1）　103－5388－3453

縦欄・閲覧実施日程
時間日程場所

午前9時30分
～午後4時30分4月20日（金）～

5月9日（水）
※土・日曜日、
祝日を除く。

東京都環境政策課
（都庁第二本庁舎）
多摩環境事務所管理課
（立川市錦町4－6－3）

縦
覧

午前8時30分
～午後5時15分

稲城市環境課
（市役所2階）

午前8時30分
～午後5時平尾・若葉台出張所

閲
覧

火～土曜日＝午前9
時～午後10時
※日曜日、第4月曜
日は午後5時まで

4月20日（金）～
5月9日（水）
※5月7日（月）、
祝日を除く。

第二・第四・城山
文化センター

高
齢
者
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

レ
ス
ポ
ー
い
な
ぎ
発
達
支

援
講
座

発
達
障
害
基
礎
講
座

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
を

中
心
に

シ
ニ
ア
向
け

介
護
予
防
体
操
教
室

（
３
カ
月
コ
ー
ス
）



30・4・15 1042－378－2111 5042－377－4781 （6）

 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
助
成
制
度

市
で
は
、
大
地
震
に
対
し
、
住
宅
が
必
要
な
耐
震
性
能
を
有
し
て
い
る
か
を
判
断
す
る
耐
震
診
断（
上
限　

万
円
）及
び
耐
震
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用
の
一
部（
上
限　

万
円
）を
助
成
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
■先
■問
都
市
計
画
課
開
発
指
導
係

10

100

乳がん検診（検診車希望）

第一希望 　月　日 会場
第二希望 　月　日 会場

1．氏名（フリガナ）
2．生年月日（年齢）
3．住所
4．電話番号
5．前回検診年月日
　 （分かる範囲で）

▲
申
込
記
入
例

■内
 

骨
量
測
定
、
栄

養
相
談
、
検
診
結

果
の
見
方
、
骨
粗

し
ょ
う
症
予
防
の

講
話

■費
 

無
料
（
全
額
公
費
負
担
）

■申
 

窓
口
、
郵
送
「
東
京
共
同
電
子

申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
」 　 
（
携

HP

帯
電
話
の
場
合
は
右
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）

※
右
記
の
記
入
例
参
照

※
申
込
書
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
入

手
可

■限
 

５
月　

日（
金
）必
着

１８

■場
 

■先
 

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３７８

３
４
２
１

健康 
医療 
健康 
医療 

風
し
ん
抗
体
検
査
と
予
防

接
種
費
用
の
助
成

　

免
疫
を
持
た
な
い
女
性
が
妊
娠

中
（
特
に
妊
娠
初
期
）
に
感
染
す

る
と
、
胎
児
が
先
天
性
風
し
ん
症

候
群
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

検
査
・
予
防
接
種
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
妊
婦
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
接
種
後
２
カ
月
間
は
妊
娠
を

避
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

風
し
ん
抗
体
検
査

■対
 

市
内
在
住
で
、
妊
娠
を
予
定
ま

た
は
希
望
し
て
い
る　

歳
以
上
の

１９

女
性

※
過
去
に
抗
体
検
査
や
２
回
以
上

の
風
し
ん
を
含
む
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
を
受
け
た
方
を
除
く
。

▽
回
数　

１
回

■持
 

身
分
証
明
書
な
ど

▽
受
診
方
法　

市
内
の
指
定
医
療

機
関
（
右
下
表
参
照
）
に
設
置
の

申
込
書
に
記
入
し
、
受
診

■費
 

無
料
（
全
額
公
費
負
担
）

予
防
接
種

Ｂ
Ｃ
Ｇ
（
結
核
）

■対
 

接
種
日
現
在
、
生
後
１
歳
に
至

る
ま
で
の
お
子
さ
ん　

※
生
後
５
〜
８
カ
月
に
達
す
る
ま

で
が
標
準
的
な
接
種
時
期
で
す
。

※
対
象
年
齢
を
過
ぎ
る
と
自
費
と

な
り
ま
す
。

■日
 

４
月　

日（
木
）

２６

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

※
車
で
の
来
場
不
可

■持
 

母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票

■場
 

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３

３７８

４
２
１

　

骨
量
を
知
り
、
骨
粗
し
ょ
う
症

の
予
防
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

■対
 

市
内
在
住
で
、
平
成　

年
度
に

３０

　

・　

・　

・　

・　

・　
・　
・

３０

３５

４０

４５

５０

５５
６０

　

・　

歳
に
な
る
女
性

６５

７０

※
既
に
骨
粗
し
ょ
う
症
と
診
断
さ

れ
た
方
ま
た
は
経
過
観
察
中
の
方

を
除
く
。

■日
 

６
月
９
日（
土
）

■時
 

午
前
９
時
〜
正
午
（
時
間
指
定

不
可
）

■定
 
　

人
１１０

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

結
果
は
、
５
月
末
ま
で
に
郵
送
で

全
員
に
通
知

　

が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、

検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
詳
細

は
市 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP

■対
 
　

歳
以
上
（
昭
和　

年
４
月
１

４０

５４

日
以
前
生
ま
れ
）
で
、
平
成　

年
２９

度
以
降
未
受
診
の
女
性

※
２
年
度
に
１
度
の
受
診

※
既
に
乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
方

ま
た
は
治
療
中
の
方
、
妊
娠
中
の

方
、
授
乳
中
の
方
、
断
乳
後
６
カ

月
未
満
の
方
を
除
く
。

※
生
活
保
護
受
給
の
方
な
ど
は
全

額
公
費
負
担
（
要
各
証
明
書
）

■日
 

６
月　

日（
土
）、
７
月
７
日

２３

　4月から、緊急通報・救急現
場などでの外国語対応を導入し
ます。電話通訳オペレーターを
介し、三者間同時通訳で24時間
365日対応可能となります。

▽対応言語　英語、中国語、韓
国語、ポルトガル語、スペイン
語
■問稲城消防署消防総務課消防総
務係　1377－7119

　平成29年8・9月に北朝鮮よりミサイル発射が行われた
際、一部の自治体で防災行政無線やメール配信などが自動
起動せず音声が流れないなどの不具合が発生しました。
　このことから、国からＪアラートと連動した防災行政無
線の動作確認などを徹底するよう、要請がありました。
　Ｊアラートで得た情報を確実に皆さんに伝達できるよ
う、次の日程の午後2時に防災行政無線による音声放送や
メール配信による動作確認試験を実施します。詳細は市�
をご覧ください。

▽実施日　4月25日（水）、6月27日（水）、7月25日（水）、
9月26日（水）、10月24日（水）、12月26日（水）、平成31年
1月23日（水）、3月27日（水）
■問稲城消防署防災課防災係　1377－7119

ＪアラートのＪアラートの
定期的な動作確認を実施定期的な動作確認を実施119番通報など119番通報など

多言語対応を多言語対応を
開始開始

▽
受
診
期
限　

平
成　

年
２
月　

３１

２８

日
（
休
診
日
は
除
く
）

予
防
接
種

■対
 

接
種
日
現
在
、
市
内
在
住
で　
１９

歳
以
上
の
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希

望
し
て
い
る
女
性
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

○
風
し
ん
抗
体
検
査
で
検
査
結
果

に
よ
り
、
低
抗
体
価
で
あ
る
と
判

明
し
た
場
合

○
妊
婦
健
康
診
査
で
低
抗
体
価
で

あ
っ
た
女
性
が
出
産
後
、
速
や
か

に
接
種
を
受
け
る
場
合

○
以
前
に
抗
体
検
査
を
受
け
て
い

る
等
、
低
抗
体
価
で
あ
る
と
確
認

で
き
る
場
合

▽
回
数　

１
回

■持
 

身
分
証
明
書
、
抗
体
検
査
の
結

果
が
分
か
る
も
の
（
結
果
の
分
か

る
書
類
や
母
子
健
康
手
帳
な
ど
）

▽
接
種
方
法　

市
内
指
定
医
療
機

関
（
右
表
参
照
）
に
設
置
の
申
請

書
と
予
診
票
を
記
入
し
、
接
種

■費
 

麻
し
ん
・
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）
＝

４
千
円
、
風
し
ん
＝
３
千
円

※
生
活
保
護
受
給
の
方
な
ど
は
全

額
公
費
負
担
（
要
各
証
明
書
）

▽
受
診
期
限　

平
成　

年
３
月　

３１

３１

日
（
休
診
日
は
除
く
）

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３
４

３７８

２
１

平成30年度風しん抗体検査及び予防接種費用助成指
定医療機関一覧

地区電話番号医療機関名

矢野口

377－6433谷平医院

370－7707やのくち小児科
アレルギー科

370－8770かじわら内科泌尿器科
クリニック

東長沼

313－9272菜の花クリニック

377－6027松本医院

379－4851東長沼クリニック

378－7277立花こどもクリニック

379－4870あべ内科クリニック

401－5836なかお内科クリニック

大　丸

377－6128稲城診療所

379－8880稲城癒しの森内科
クリニック

377－1421稲城市立病院
健診センター

401－3733いしがき医院

百　村378－1570いなぎ駅前クリニック

平　尾

331－8570簡野クリニック

331－8201高クリニック

331－8221平尾内科クリニック

押　立378－3224桜井医院

長　峰350－7171長峰クリニック

若葉台
350－6075若葉台クリニック

350－6977もりこどもクリニック

市市民民活活動動ななどどにに活活用用ししよようう！！
地地域域振振興興ププララザザ

　当施設は、雇用・市民交流・男女共同参画社会などの促
進を支援する複合施設です。詳細は市�をご覧ください。

▽利用時間　午前9時～午後10時

▽休館日　第2火曜日、年末年始、その他臨時休館日
会議室（4階）の予約方法
①登録申請書を提出し、ＩＤ番号を取得
②「稲城市公共施設予約システム」�にアクセスし、仮予約
③仮予約後、11日以内に窓口で本予約の手続きをし、使
用料の支払い（使用日まで11日間ない場合は前日までに
支払い）
※登録申請書の受付＝平日の午前9時～午後5時
※本予約の手続き時間＝午前9時～午後9時30分
※使用日の3カ月前の同日から仮予約の申込可
■先■問市民活動サポートセンターいなぎ　1378－2112

４月15日～５月１日の休日急病診療所・休日薬局
診療時間＝午前9時～午後5時
■問保健センター　1378－3421（土・日曜日、祝日＝稲城消防署　1377－7119）

薬局医療機関日程
薬局コスモ

1378－4714（大丸）
松本医院

1377－6027（東長沼）15日（日）

稲城駅前薬局
1370－8370（東長沼）

あべ内科クリニック
1379－4870（東長沼）22日（日）

徳永薬局東長沼店
1370－7837（東長沼）

東長沼クリニック
1379－4851（東長沼）29日（日・祝）

マスキ薬局
1377－6025（矢野口）

谷平医院
1377－6433（矢野口）30日（月・振）

５月の申込受付 �������� ■場■先■問保健センター　1378－3421
備考実施日（5月）対象事業名

前日まで
に予約

23日（水）
平成29年4月1日～5月31日
に2,500ｇ未満で出生したお
子さん

低出生体重児の
1歳児健康診査

  9  日（水）平成28年4月生まれ2歳歯科健康診査
18日（金）平成27年10月生まれ2歳6か月児歯科健康診査
11日（金）妊娠安定期に入られた方妊婦歯科健康診査

19日（土）
初産婦とそのパートナーの方

両親学級
「パパ・ママコース」
（先着18組）

18日（金）
25日（金）

※2日間コース

母親学級
「マタニティコース」
（先着18組）

  7  日（月）第1子の保護者
（平成29年12月生まれ）

離乳食調理講習会
（先着25人）

2日前まで
に予約11日（金）未就学児と保護者、妊婦母子健康相談

（個別相談、身体測定）

予約不要15日（火）多胎出生の乳幼児と保護者、
妊婦ふたごの会

※母子健康相談の個別相談は4月20日（金）から予約受け付け

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
検
診

（
土
）

■時
 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
時
間

指
定
不
可
）

■定
 

各
日　

人
５０

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

結
果
は
申
込
者
全
員
に
通
知

■内
 

問
診
、
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
検
査

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）

■費
 

２
４
３
０
円

※
保
険
割
合
１
割
負
担
＝　

円
、

８１０

２
割
負
担
＝
１
６
２
０
円
（
要
保

険
証
な
ど
）

■申
 

窓
口
、
郵
送
、

「
東
京
共
同
電
子

申
請
・
届
出
サ
ー

ビ
ス
」 　 
（
携
帯
電
話
の
場
合
は

HP

右
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

※
左
記
の
記
入
例
を
参
照

※
保
健
セ
ン
タ
ー
で
申
込
書
に
記

入
し
、
提
出
可

■限
 

４
月　

日（
金
）必
着

２７

■場
 

■先
 

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
（
〒　

・
２０６

　

稲
城
市
百
村　

の
１
）　

1　
・

０８０４

１１２

３７８

３
４
２
１

骨粗しょう症検診
希望

6月9日（土）
1．氏名（フリガナ）
2．生年月日（年齢）
3．住所
4．電話番号

▲申込記入例

乳
が
ん
検
診
（
検
診
車
）
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凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
講
習
会　

5
月
開
催
の
「
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座
」
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
「
稲
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
�
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

布
ぞ
う
り
講
習
会　

■日
4
月　

日（
木
）　

※
小
さ
な
お
子
さ
ん
の
同
伴
不
可　

■時
午
前　

時
〜
午
後
3
時　

■持
裁
縫
道
具
、
定
規　

■費
1
5
0
0
円　

■場
■問
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

1
3
7
7
・
2
2
1
2

19

10

腎機能
　腎臓には「糸球体」という血液をろ過するた
めの毛細血管の集まりが左右の腎臓に100万個
ずつあり、ここで尿のおおもとである原尿を作
っています。腎機能とは、糸球体のろ過量（ｅ
ＧＦＲ）のことで、若者の正常な腎機能（ｅＧ
ＦＲ）は100です。最近注目されている「慢性
腎臓病」はこの腎機能の低下（ｅＧＦＲ60未満）、
あるいは蛋白尿があることで診断されます。
腎硬化症
　加齢・老化による動脈硬化により、糸球体は
目詰まりを起こして次第に脱落し、ｅＧＦＲが
徐々に低下していく変化を「腎硬化症」と言い
ます。腎臓の糸球体やその周辺の組織が次第に
線維に置き換わり、腎臓全体が硬く萎縮してい
く、いわば腎臓の老化現象です。そして腎硬化
症は様々な原因（高血圧、脂質異常症、糖尿病、
肥満、喫煙、高尿酸血症など）により加速し、
その進行速度には個人差があります。
慢性腎臓病
　近年は人生の寿命そのものが延びたことで、
腎臓の寿命の方が先に尽きてしまう、つまり腎
硬化症により腎不全に至るケースが増えていま
す。高齢者、例えば80歳以上では男性の50％
以上、女性の60％以上がｅＧＦＲ60未満、つ
まり慢性腎臓病ということになります。
　本来、腎硬化症では腎機能低下がゆっくりと
進むことが多いのですが、例えば70歳時点で
ｅＧＦＲ40以下ではその後の腎機能低下が速
くなることが分かっています。蛋白尿がある場
合も腎機能低下の進行が速い可能性が高く、こ
ちらも要注意です。もし、健診などでこれらの
基準に当てはまるような場合は一度専門医への
ご相談をお勧めします。

稲城医師会　 力  石 　 昭宏 
ちから いし あきひろ

腎硬化症による慢性腎臓病

ヘルスメーター
保険 
年金 
保険 
年金 

アアドドボボカカシシーー相相談談

　市立病院の患者やご家族、市立
学校の児童・生徒の保護者の相談
を受け付けます。市立病院、市立
学校への意見や要望・疑問・苦情
などありましたら、アドボカシー
相談員にご相談ください。
　相談員は、相談者の権利や利益
を擁護する第三者的な立場で、早
期解決に向けて対応します。
相談時間などを変更します
　市立学校アドボカシー相談の実
施日時などを変更しました（右表
参照）。
■問市民協働課市民生活係

　金融機関との共同でセミナーを開催しま
す。新・事業承継税制の内容と活用の注意点
をお話しします。
■日4月23日（月）
■時午後3時～4時30分
■場地域振興プラザ4階
■定50人（申込先着順）
■講三松　裕樹氏〔（株）青山財産ネットワーク
ス・税理士〕
■申電話
■先■問さわやか信用金庫稲城支店　1377－
3811、さわやか信用金庫矢野口支店　1378
－2961

　東京しごとセンター多摩と共催
で合同企業説明会を実施します。
■対平成31年3月に大学院・大学・
短大・高専・専修学校を卒業予定
の学生、就職活動中の既卒3年以
内の方
■日5月11日（金）
■時午後1時～4時30分（受付＝午
後0時30分～）
■場京王プラザホテル多摩（多摩セ
ンター駅徒歩5分）
■問東京しごとセンター多摩 
1042－329－4510

平
成　

年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療

30

保
険
料

　

全
て
の
加
入
者
が
負
担
す
る
均

等
割
額
と
、
個
人
の
所
得
に
応
じ

て
負
担
す
る
所
得
割
額
の
合
計
額

が
年
間
保
険
料
と
な
り
、平
成　
・
３０

　

年
度
は
東
京
都
で
は
均
等
割
額

３１４
万
３
３
０
０
円
、所
得
割
率
８
・

　

％
、
限
度
額
は　

万
円
と
な
り

８０

６２

ま
す
（
図
１
参
照
）
。

保
険
料
の
軽
減

　

所
得
に
応
じ
て
、
保
険
料
の
軽

減
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
保
険

料
の
軽
減
特
例
の
一
部
が
見
直
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た（
表
１
、

２
参
照
）
。
な
お
、
軽
減
を
受
け

る
た
め
に
は
、
所
得
の
申
告
な
ど

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

加
入
の
前
日
ま
で
会
社
の
健
康
保

険
な
ど
（
国
保
・
国
保
組
合
は
除

く
）
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
の
均

等
割
額
は
、
５
割
軽
減
、
平
成　
３１

年
度
以
降
は
加
入
か
ら
２
年
を
経

過
す
る
月
ま
で
５
割
軽
減
、
所
得

割
額
は
当
面
の
間
か
か
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
低
所
得
に
よ
る
均
等
割
額

■対
 
　

歳
未
満
（
離
職
日
時
点
）で
、

６５
離
職
後
次
の
い
ず
れ
か
の
資
格
で

失
業
等
給
付
を
受
け
て
い
る
方（
ま

た
は
受
け
て
い
た
方
）

○
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

（
倒
産
・
解
雇
に
よ
る
離
職
な
ど
）

○
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者

（
正
当
な
理
由
の
あ
る
自
己
都
合

退
職
な
ど
）

▽
軽
減
の
内
容　

前
年
の
給
与
所

得
を　

分
の　

と
み
な
し
て
計
算

１００

３０

し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の

年
金
天
引
き

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
世
帯
の

支
払
い
は
、
基
本
的
に
年
金
天
引

き
と
な
り
ま
す
。
年
金
天
引
き
か

ら
口
座
振
替
へ
の
変
更
を
希
望
す

る
場
合
は
、
５
月　

日（
木
）ま
で

３１

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
既
に
口
座
振
替
で
支
払

アドボカシー相談の相談日など
市立学校

アドボカシー相談
市立病院

アドボカシー相談区分

第1・第3月曜日毎週月・火・木曜日相談日

午後1時～5時午前9時～正午相談時間

市役所2階市民相談室市立病院本院1階アドボカシー
相談室相談場所

市立学校や教員に対しての意
見、要望や疑問など

市立病院、医師及び看護師に対
しての意見、要望や疑問など相談内容

相談希望日の前日まで（前日が休業日の場合は直前の営業日ま
で）に申し込み申込方法

市民協働課市民生活係　1378－2286
（午前8時30分～正午、午後1時～5時）
※市立病院アドボカシーは、相談日に直接申し込みも可

申込先

※市立病院アドボカシーに変更はありません。

国
民
健
康
保
険
税

倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
り

離
職
さ
れ
た
方
は
軽
減
申

請
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

表1　均等割額の軽減
同じ世帯の後期高齢者医療制度の被保険者全員と世帯主の「総所得金額等を合
計した額」をもとに均等割額を軽減しています。

軽減割合総所得金額等の合計が下記に該当する世帯

9割33万円以下で被保険者全員が年金収入80万円以下で、かつ、
その他の所得がない

8.5割33万円以下で9割軽減の基準に該当しない
5割33万円＋（27.5万円×被保険者の数）以下
2割33万円＋（50万円×被保険者の数）以下

※65歳以上（平成30年1月1日時点）の方の公的年金所得については、その所
得からさらに15万円（高齢者特別控除額）を差し引いた額で判定します。ただ
し、この15万円（高齢者特別控除額）は所得割額の計算では適用されません。
※世帯主が被保険者でない場合でも、世帯主の所得は軽減を判定する対象とな
ります。
※世帯の判定は毎年度4月1日時点（年度の途中で後期高齢者医療制度の対象と
なった方は資格取得日）で行います。

図1　保険料の算定方法

保険料額（年額）
100円未満
切捨て

（限度額 62万円）

＝

所得割額
賦課のもととなる
所得金額※

×所得割率 8.80％

＋

均等割額
被保険者
1人当たり
43,300円

※賦課のもととなる所得金額とは、前年の総所得金額、山林所得金額、株式・長
期（短期）譲渡所得金額などの合計から基礎控除額33万円を控除した額です。

　詳細は「市立病院」�をご覧ください。また、奨学
生の募集や既卒の方は年度途中採用も行っています。
■対次のいずれかに該当し、看護師または助産師資格を
取得している方（取得見込み可）
○看護師＝昭和44年4月2日以降に生まれた方
○助産師＝昭和54年4月2日以降に生まれた方

▽試験日
○5月試験＝5月19日（土）
※応募締め切り＝4月27日（金）
○6月試験＝6月16日（土）
※応募締め切り＝6月4日（月）
■問市立病院管理課庶務係

募募集集ししまますす
平平成成3311年年度度稲稲城城市市職職員員
（（看看護護師師・・助助産産師師））

平平成成3300年年度度
税税制制改改正正とと相相続続・・
事事業業承承継継セセミミナナーー

第第22回回
合合同同企企業業説説明明会会

iinn多多摩摩

い
を
し
て
い
る
方
は
、
口
座
振
替

が
継
続
さ
れ
ま
す
。
年
金
天
引
き

を
希
望
す
る
場
合
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
平
成　

年
度
国
民
健
康
保
険
税

３０

賦
課
決
定
通
知
書
は
、
７
月
中
旬

の
発
送
予
定
で
す
。

■対
 

世
帯
主
が　

〜　

歳
で
、
次
の

６５

７４

全
て
に
該
当
す
る
世
帯

○
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者

○
世
帯
内
の
被
保
険
者
全
員
が　
６５

歳
以
上

○
年
金
天
引
き
の
対
象
と
な
る
年

金
の
年
額
が　
万
円
以
上
で
あ
り
、

１８

国
民
健
康
保
険
税
と
介
護
保
険
料

の
合
計
額
が
、
年
金
額
の
２
分
の

１
を
超
え
な
い

■申
 

窓
口

■先
 

■問
 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険

係

▽
軽
減
の
期
間　

離
職
日
翌
日
〜

翌
年
度
末

※
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を
受

け
る
期
間
と
は
異
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
は
、

途
中
で
就
職
し
て
も
引
き
続
き
軽

減
さ
れ
ま
す
。

■持
 

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
（
原

本
）

■申
 

窓
口

■先
 

■問
 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険

係

表2　所得割額の軽減（東京都後期高齢者医療広域連合独自の軽減）
被保険者本人の「賦課のもととなる所得金額※」をもとに所得割額を軽減して
います。

軽減割合賦課のもととなる所得金額
50％15万円以下
25％20万円以下

軽
減
に
該
当
す
る
場
合
は
、
軽
減

割
合
の
高
い
方
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
決
定
通
知
書

　

保
険
料
は
平
成　

年
中
の
所
得

２９

を
基
に
計
算
し
、
７
月
中
旬
に
保

険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
。

■問
 

○
制
度
に
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い
て
＝
東
京
都
後

期
高
齢
者
医
療
広
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連
合
お
問
合

せ
セ
ン
タ
ー　

1
０
５
７
０
・　
・
０８６

　

（
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
方
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５１９1　

・
３
２
２
２
・
４
４
９
６
）

０３
○
個
別
の
相
談
・
個
人
情
報
を
含

む
こ
と
＝
稲
城
市
保
険
年
金
課
後

期
高
齢
者
医
療
係
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■時
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時
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ホ
ー
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ー
ホ
ッ
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■場
味
の
素
フ
ィ
ー
ル
ド
西
が
丘

21

VS

春の散策（多摩サービス補助施設）
　日米親善事業として、多摩サービス補助施設内での
散策、自然観察を行います。
■対市内在住の方、市民で構成された団体
※米軍の施設に入場するため、日本国籍以外の方は、
事前にご相談ください。
■日5月31日（木）、6月6日（水）
※申し込みはいずれか1日
■時午後1時～4時（予定）
■場米軍多摩サービス補助施設（大丸）
※入場の際に、参加者全員の本人確認書類が必要
■定各35人（申込先着順）
■申窓口〔4月16日（月）～〕
※本人確認書類〔運転免許証（2つの4桁の暗証番号
が必要）、住基カード（顔写真付き）、パスポート、
マイナンバーカードのうち、いずれか1点〕を持参（コ
ピー不可）

※団体の場合は、代表者の本人確認書類、参加者全員
の氏名・住所・生年月日が必要
■限4月27日（金）
■問企画政策課企画政策係

端午の節句イベント開催
鯉のぼり掲揚
■日4月22日（日）～5月5日（土・祝）
五月人形展
■日4月27日（金）～5月5日（土・祝）
■時午前10時～午後3時
■内段飾り・武者人形・かぶと等の展示
柏餅作り体験
■日5月5日（土・祝）
■時午前10時～
■定100人（会場先着順・子ども優先）
※1人2個まで

不要になった鯉のぼりを募集します
　不要になった鯉のぼりを寄付いただける方はご連絡
ください。
◆共通事項
■場 上  谷  戸 親水公園

かさ や と

※公共交通機関でお越しください。
※雨天決行
■問上谷戸緑地体験学習館水車の会　1331－7112

しょうぶ湯
　当日は小学生以下、入浴日現在で満65歳以上（年齢
の分かるものが必要）の方の入浴料が無料になります。
■日5月5日（土・祝）
■時午後2時～10時30分
■場稲城浴場（大丸221）
※駐車場には限りがあります。
■問稲城浴場　1377－7222、稲城市経済観光課商工係

▽開庁時間　午前8時30分～正午、午後1時～5時

▽窓　　口　市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、
課税課（市民税係のみ）、収納課〔過年度分の税外債権
（料金）の納付書の再発行・相談等は行いません〕

次の休日開庁日は4月28日（土）

南多摩駅
■日4月21日（土）　■時午前10時～午後4時　■場北口ロータリー、分量橋公園
■内○飲食などの模擬店、物販　○花の苗植え体験　○フリーマーケット　など
稲城長沼駅
■日4月22日（日）　■時午前10時～午後4時　■場くらす広場、いなぎ発信基地ペアテラス
■内○飲食などの模擬店、物販　○フリーマーケット
○音楽ライブパフォーマンス　など
※雨天決行、荒天中止

■日5月4日（金・祝）・5日（土・祝）
■時午前10時～午後6時（5日＝午後3時45分まで）
■場城山公園とその周辺　※公共交通機関をご利用ください。
■内○リサイクルと分かち合いの市民フリーマーケット　○多芸多彩のステージ
○芝生広場の子ども遊び・コンサート　○手作り飲食売店
○新鮮な稲城産野菜販売　○ボランティア活動・市民活動紹介コーナー

▽後援　稲城市、稲城市教育委員会、稲城市社会福祉協議会

▽協力　ＮＰＯ法人市民活動サポートセンターいなぎ
■主■問稲城手づくり市民まつり実行委員会（須田）　1090－4007－8635

　「多摩川を美しくする会」が中心となって、多摩川原橋
から是政橋までの河川敷の清掃活動が行われました。当日
は、83団体・約1,180人の参加があり、約1,410㎏のごみ
が集められました。

第39回多摩川清掃（4月1日・多摩川）

スタンプラリー
　2日間のイベントに参加してスタンプを集めると、ここでしか手に
入らないオリジナル缶バッジをプレゼントします（先着200人）。
■主一般社団法人いなぎくらすクラス、南多摩駅キラキラプロジェクト
実行委員会、稲城市商工会

▽協賛　東日本旅客鉄道株式会社八王子支社　 ▽後援　稲城市
■問一般社団法人いなぎくらすクラス　1401－7961、いなぎ発信基地
ペアテラス　1401－5786

市民が自ら企画・実施するお祭りです
稲城手づくり市民まつり2018
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